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溶融金属を用いた床面との落下衝突実験を実施し，現象の観察と共に凝固した溶融金属の拡がり面積，

堆積高さ等に関する支配的な因子の検討を行った． 
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1. 緒言 

原子炉過酷事故による溶融炉心デブリの位置・性状の

予測を目的として溶融金属を用いた落下衝突実験を行い，

その堆積と拡がりの挙動を観察した． 

2. 実験 

Figure1 に実験装置の概念図を，Table1に実験条件を示

す．ノズル付るつぼ内で試料を加熱溶融し，SUS プレー

トに自由落下させ高速度カメラを用いて観察を行った．

試料は純銅を使用した．実験後，完全に凝固した試料の

拡がり面積や堆積厚さ等を得た． 

実験より得られた凝固物の堆積厚さ t と最小拡がり厚

さ δとの比 t/δと，落下高さ L(ウェット条件では水深 H)

とノズル径 dとの比 L/d(H/d)のプロットを Figure2に示し

た．この比較に用いた液体に対する最小拡がり厚さ δは，

液体に対する重力 ρgと表面張力 σの釣り合いにより求め

られ，以下の式により定義される． 

𝛿 = 2√𝜎 𝜌𝑔⁄  

この結果から，両条件共に正の相関関係が見られる．落

下高さが大きいほど床面への衝突時に多くの溶融物が飛

散し，連続相としての拡がりが抑制されたのではないか

と推測できる．またウェット条件でのプロットに着目す

ると，ドライ条件と比較してより大きな正の相関関係が

見られる．これは冷却水中で溶融物が冷却され，床面と

衝突する前に溶融物と冷却水の接触界面が凝固したこと

で拡がりがより抑制されたためであると考えられる． 

 3. 結論 

本研究では，溶融炉心デブリの性状に対する予測を目的として高温溶融金属による実験を行い，凝固時

の堆積厚さ等に関して流入条件に対する相関を得た． 
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Figure 1 Experimental apparatus 

Table 1 Experimental condition 

Figure 2 Correlation of L/d(H/d) – t ⁄ δ 
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